
 1 

１１ 

氏  名 王 鳳 

学 位 の 種 類 博士（社会学） 

報 告 番 号 乙第３０６号 

学位授与年月日 ２０１５年３月３１日 

学位授与の要件 学位規則(昭和２８年４月１日文部省令第９号) 

第４条第２項該当 

学 位 論 文 題 目 雑誌『中国青年』に見る 1978年以降の中国社会の上昇志向 

―公的文化装置と生活世界のあいだで― 

審 査 委 員 （主査）奥村 隆 

岩間 暁子 

是永 論 

林 怡蕿 

茂木 敏夫（東京女子大学大学院人間科学研究科教授） 

  



 2 

Ⅰ．論文の内容の要旨 

 

 本論文の構成は、第一部と第二部からなる。第一部は、中国社会の上昇志向

を理解的な立場でとらえようとする問題提起を行う「序章 理由のある欲望」

に続いて、以下の 4章からなる。「第 1章 改革開放以降の中国の上昇志向に近

づくための先行研究」では中国社会の社会意識、文化的状況、階層意識につい

ての先行研究がレビューされる。「第 2章 研究資料としての『中国青年』雑誌」

では、本論文の研究対象である雑誌『中国青年』の概要が紹介され、「第 3章 改

革開放以降の経済発展と社会変動」では 1978 年以降の中国社会の構造変動が描

かれて、1978～1984 年、1985～1991 年、1992～2000 年という時代区分が示

される。「第 4章 改革開放後における文化装置としての言説の変容」では、『中

国青年』が若者に投げかけるメッセージの変容が改版の分析などで示される。 

 第二部は、「第 5章 1978年～1984年 知識による上昇移動への熱望」、「第

6 章 1985 年～1991 年 上昇移動における金銭の役割への目覚め」、「第 7 章 

1993 年～2000 年 「個人奮闘」の時代という語られ方」において、それぞれ

の時期の『中国青年』という公的文化装置からのメッセージがより詳細に分析

されるとともに、学業、職業、恋愛・結婚についての読者からの投書をもとに

若者の生活世界の変容が描き出される。「終章 欲望の理由（わけ）」では、各

時期の公的文化装置と生活世界の論理が改めて要約されるとともに、このふた

つの関係が論じられ、本論文の発見と課題が提示される。 

 

 改革開放後の中国は急速な経済発展を遂げてきたが、拝金主義、環境破壊、

公権力の濫用など多くの問題が露呈している。これらの社会問題の発生につい

て、個人が私的利益を追求する「欲望の氾濫」を原因とし、個人のモラルを問

題視する立場があるが、本論文は、これを社会階層構造が編み直されるなかで

人々が社会的位置づけに感じる不安の副産物ととらえ、彼らの上昇志向と社会

のあり方への解釈・想像を解明することで、欲望の背後にある原動力を「理解」

しようと試みる。そのために、ミルズの文化装置論やアルチュセールの国家の

イデオロギー装置論を参照して、中国社会で作動してきた「公的文化装置」に

よるメッセージの変容と、各個人が現実のなかで生活経験に基づいて形成する

解釈・想像である「生活世界」の論理を描き分け、その関係を明らかにする。 

本論文は、共産主義青年団中央の機関誌である『中国青年』を資料として用

いる。1923 年に創刊された同誌は、1980 年代に党の青年向けプロパガンダ誌

から総合雑誌の性格を帯びるようになり、350万部の発行部数を誇ることになる。

だが、雑誌業界の激しい市場競争により同誌の発行部数は 1990 年代に低下し、
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2003 年には 25 万部を下回り、雑誌市場において周縁化される。ただし、政治

的権力と密接な関係がある同誌は、政治中心の社会から改革開放へと向かう社

会状況の変化を反映するものであり、同時に読者である若者からの投書を多数

掲載しているため、彼らの生活世界を読み解く資料ともなる。 

以上の問題意識と研究手法を踏まえて、第一部・第 1 章では中国社会の上昇

意識に近づくための先行研究が検討される。中国社会学における社会意識研究、

文学批評を中心とした文化的状況の研究、階層意識の研究などの先行研究から

は、市場経済の導入によって理想主義から現実主義へ、国家・社会へのコミッ

トメントから個人本位へという変化、政治的基準という単一の価値判断基準か

ら多元的な基準の共存による価値観の多様化が指摘されるが、中国社会に生き

る人々の欲望の理由を内在的に明らかにすることはない。第 2 章で雑誌『中国

青年』の特徴・位置づけ、資料としての利用方法について詳述したのち、第 3

章では改革開放以降の中国社会の社会経済的状況の時期区分が論じられる。 

1978年から始まった中国の政府主導の経済改革は、大きく三つの段階に分け

られる。1978年には人民公社の解体と農民による生産請負制の実施を特徴とす

る農村部改革を主とした改革開放政策が始動され、1984年からは国有企業の自

主権の拡大、集団所有制企業や私営経済の発展を特徴とする工業体制の改革が

行われる。そして、1992年の「鄧小平の南巡講話」を契機として「社会主義市

場経済」の全面的導入が目指される。この 1978～83年、1984～91年、1992～

2000年の三つの時期において、階層格差は拡大するとともに、それまで政治的

資源によるものに限られていた上昇移動のルートに、教育達成と経済的成功と

いう新しいルートが加わって、人々の上昇志向は多元化していった。 

第 4章では、『中国青年』の刊行 55周年（1978年 10月号）から 85周年（2008

年 19号）までの 7回の周年記念号、および 1995年、2003年、2008年の 3回

の改版から、『中国青年』が自らをどう位置づけ、読者とどのような関係を結ぼ

うとしていたかが分析される。1995年以前の『中国青年』は、「四つの現代化」

に貢献し、「改革」に順応せよという政治的権威を背景に若者を指導・教化する

「政治的正しさ」の態度をとっていたが、1995年の改版では購読部数の下落に

よる危機意識に基づき、「機関誌」の性格を守りながら読者に親しみやすいもの

になろうとし、市場経済で発生した問題に理想主義や精神的なもので対抗しよ

うとする「道徳的正しさ」の態度を見せるようになる。2003年の改版では、「奮

闘によって運命が変えられる」という言葉で表現されるように、市場経済のな

かで夢をもって「奮闘」することを提唱するようになり、2008年の改版では「先

駆者の品格、リーダーの魂」をモットーに市場での成功者にフォーカスして、

新たな指導的態度をとるようになる。このように、『中国青年』の若者に対する

認識は、政治的な存在としての「青年」から生活者としての「読者」に変わり、
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さらに「奮闘している若者」から「先駆者」「リーダー」に変化していく。 

このような社会経済的条件の変化と『中国青年』自身の態度の変容のなかで、

『中国青年』は若者にいかなるメッセージを投げかける「公的文化装置」とし

て働き、若者たちは「文化装置」の働きかけを受けながら生活の現実のなかで

どのような社会への解釈・想像を抱く「生活世界」を生きていたのだろうか。

第二部の第 5・6・7章は、第 3章の時代区分に従いながら、『中国青年』の記事

と投書を収集して、「公的文化装置」と「生活世界」の論理を対比していく。 

1978年から 1984 年を対象にした第 5章は、「公的文化装置」としての『中国

青年』を次のように特徴づける。第一に、同誌は「四つの現代化」という新た

な国家目標の実現に献身することを求め、若者にはこれまで一貫して要求され

た政治的忠誠に加えて、知識の習得、近代的科学技術を持つ人材になることが、

知識による社会上昇ルートや科学による国家の未来像を通して求められた。第

二に、こうした知識による個人の上昇努力は、その動機が「公」のためか「私」

のためかをつねに選別され、「自我の価値の実現」が強く批判されて、個人主義

の膨張が警戒された。この時期の読者からの投書には、教育達成を通してより

上の地位に上ろうとする若者の受験競争での緊張や不安、軍人・俳優・作家な

どになって農民から抜け出そうとする若者や独学を通じてよりよい仕事を得よ

うとする都市部の若者の姿、激しい競争のなかの嫉妬やいじめなどが描かれて

いる。また、女性たちは、自らの上昇志向と男性をサポートすべきだとする期

待、恋愛や結婚にさいして階層的要素を重視しつつも、公的文化装置からは「政

治的正しさ」を基準とするよう求められるといった異なる基準に晒されていた。 

1985年から 1991 年を対象とした第 6章は、この時期の『中国青年』には「四

つの現代化」に代わり「改革」という言葉が頻繁に登場するようになったこと

を指摘する。大学進学という教育達成のほかに、物質的利益を追求する「改革」

に適応できる「新観念」を身に着けた人材になることが新しい目標として示さ

れ、私的領域の享楽や消費が容認されて、「公」と「私」の対立は前の時期ほど

問題とならなくなった。しかし、機関誌としての『中国青年』は、若者たちが

個人的利益を重要視することによって社会主義イデオロギーから外れてしまこ

とを警戒して、つねに政治教育を行い、若者の上昇志向を国家や民族の振興と

いう枠組みに回収しようとした。これに対応して、読者からの投書には、前の

期と同様の大学受験についてのプレッシャーとともに、経済活動による収入が

教育達成以外の上昇移動のルートとして市民権を得たことで、金銭的利益への

関心とその不平等に対する不満が多く記されるようになった。逆に、大学を出

た若者たちが収入の少なさに直面して教育達成への疑問や失望を記す投書が増

えている。女性たちの上昇志向も強く刺激されたが、「高収入＝能力」という図

式によって金銭を基準にする結婚相手の選択も合理化され始めた。 
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1992年 10月の中国共産党 14期大会で「社会主義市場経済体制」が示された

翌年の 1993年から 2000年を対象とする第 7章は、この時期の『中国青年』が

政治的イデオロギーの教化・指導を諦めつつあることを描き出す。すなわち、

一方で、国家目標ではなく個人の「成功」願望を認め、それをサポートする姿

勢をとるようになる。他方、市場経済の導入による物質的欲求の増大が生み出

す諸問題に対して、「理想主義＋ロマンチックな情念」を掲げて、若者を「精神

的追求」「道徳的正しさ」に導こうとする矛盾した側面も見せる。しかし、2001

年の「奮闘によって人生は変えられる」という言葉に示されるように、「道徳的

正しさ」へのこだわりも消滅していき、若者の市場における成功願望をそのま

ま肯定する立場をとるようになる。この時期の投書を見ると、経済格差に由来

する悩みの投書が一気に増えており、「個人奮闘の時代」とされるこの時期に強

く見られたのは「脱落の恐怖」であって、これは国有企業の改革、単位制度の

解体、大学生の就職難などにより、個人が一原子として社会に放出された不安

と緊密に関係している。自分の能力を頼りに「奮闘」し「成功」せよというメ

ッセージは、「成功」できない人々にアノミーを醸成する。 

 このように、公的文化装置としての『中国青年』は、「四つの現代化」→「改

革」→「道徳的正しさ」→「個人奮闘」とメッセージを変化させてきた。これ

は、『中国青年』が個人の欲求充足に対して理解を示し、個人の感覚と接近して

きた過程ともいえる。個人の上昇志向が国家・民族という物語から個人レベル

の欲求充足で語られるようになり、もはや「四つの現代化」も「改革」も「道

徳的正しさ」も語られず、「個人奮闘」により「特別な存在」となるというメッ

セージしかなくなった。投書から見られた若者の「生活世界」では、どの時代

にも「公的文化装置」の言説とは関係なく、階層を意識し、社会的位置づけに

対する不安が見られたが、このふたつの距離が近づいて文化装置の論理と個人

の想像が等身大になった途端に、人々にとってそのような文化装置は必要とさ

れなくなり、『中国青年』は周縁化される。この過程を経て、現代の中国はいわ

ばポスト「大きな物語」の時代にあり、人々が公的文化装置による批判に戦う

ことなく欲望を追求し、その圧力に向き合うことになった。終章は、こうした

「公的文化装置」と「生活世界」の関係を本論文の発見として確認したうえで、

現代中国に生きる人々の生活世界を描き出すことを今後の課題として結ばれる。 
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 

 

本論文は、雑誌『中国青年』の記事・投書という膨大な資料を丁寧に読み解

き、これをもとに 1978年以降の中国社会の変動を記述しようとした労作、意欲

作であり、社会学、中国研究、メディア研究にまたがる新しい貴重な研究であ

る。とくに、「公的文化装置」が若者に投げかけるメッセージの変化を時期ごと

に明確に描き分けたことは本論文の重要な貢献であり、最大の特徴である。 

 また、読者の投書をもとに、若者の「生活世界」に接近しようとしたことが

本論文のもうひとつの特徴であり、異なる階層、出身（都市／農村）、性別の若

者が出会う困難や苦悩がリアリティをもって再構成されている。ただし、「公的

文化装置」についての分析と比較して、「生活世界」にかんしては膨大な資料を

整理するための理論的枠組みが不足しており、記述的な水準にとどまっている。 

全体として、改革開放後の中国社会における「欲望の内実」を解明するとい

う明確な問題意識に基づき、道徳的な批判を行う従来の研究から距離をとって、

「公的文化装置」と「生活世界」を対比するという首尾一貫した構成になって

いる。これにより、マクロな社会的変動の視点と、ミクロな個人の生活の現実

をとらえる視点をつないで理解することに一定程度成功した論文といえる。 

 

 審査委員会・公聴会において、本論文には以下のような評価が与えられた。 

 第一に、改革開放後の中国社会における上昇志向を支える回路を明確に析出

した点に高い評価が与えられた。1978年以前の中国社会には「政治・思想」に

よる上昇という回路しかなかったが、改革開放後「教育・学歴」が社会に開放

され、80 年代以降市場化の進展により「市場・金儲け」という回路が急速に浸

透した。これらの上昇回路の多元化、相克、相互作用などの位相の変化を、上

昇志向という一貫した視点と『中国青年』という具体的なメディアの資料から

解明することに本論文は成功しており、独自性の高い有意義な研究と評価でき

る。ただし、上昇志向が「政治・思想」に固定化されていた 1978年以前につい

ての明示的な考察があれば、この位相変化はより明確に描き出されただろう。 

 第二に、「公的文化装置」の変容について、本論文は「政治的な正しさ」→「（市

場の害毒に対する）道徳的な正しさ」→「市場で奮闘する正しさ」→「市場の

正しさ」という変容をとらえており、この時期の中国社会の変動と合致した分

析として、成功していると評価できる。いわば中国社会が提示する「大きな物

語」が徐々に人々の「生活世界」に接近し、最終的に市場の現実と一致して消

滅するプロセスが『中国青年』という雑誌から描き出された価値は大きい。こ

うした公的文化装置の変容を、中国社会の変動とより関連づけて論じることが
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できれば、本論文は中国研究としてさらに刺激的なものになったと思われる。

たとえば、1989 年民主化運動と天安門事件、1994 年愛国主義教育綱要、2001

年WTO加盟、2002年私営企業家の共産党入党容認などである。 

第三に、『中国青年』における記事と読者からの投書を膨大に収集し、日本語

に翻訳したうえで、分析を試みたことの意義が評価された。これは資料として

も価値があるものであり、人々の「欲望」の中身やその意識にある焦りや不安

を鮮やかに抽出したことは本論文の重要な成果である。ただ、「公的文化装置」

の分析に比べて、「生活世界」の分析は全体として記述的であり、理論的・概念

的な枠組みを踏まえた狭義の社会学的な分析としては弱い。マートンのアノミ

ー概念やジェンダー論的観点を導入することで、より明快な分析が可能になっ

たと思われる。こうした分析枠組みの不十分さによって、第一部と第二部の分

量がアンバランスなものとなっており、より整理された記述が必要だった。 

第四に、これらの資料の取り扱いについて、収集・分類方法の詳細な記載が

なされていて、資料の膨大さからも一定の説得力があり、読者と編集部の対話

形式のテキストとして分析する可能性も見出される、との評価がなされた。だ

が、対話形式のテキストとして扱うなら人生相談などについての先行研究が参

照されるべきだし、「言説分析」としての明確な方法論が呈示されておらず、荒

削りな分析にとどまっており、分析枠組みが不十分であるとの指摘がなされた。

また、テキストだけでなく、『中国青年』編集部へのインタビューや、他の公的

文化装置（たとえば『人民日報』など）との比較など他のデータを収集するこ

とによって、より精緻な研究が可能になったのではないか、とも指摘された。 

第五に、本論文が考察したテーマを特殊中国的な問題ととらえるか、より普

遍的・一般的な問題をとらえるか、という論点が今後の課題として指摘された。

本論文は 1978年以降の中国社会を対象としているが、その上昇移動をめぐる青

年の煩悶は日本の近代化でも見られたものであり、「大きな物語」と自らの現実

の落差から生じる苦悩という近代一般に見られる現象ともとらえられる。日本

が100年間で達成した近代化を中国がこの30年間で急速に進めていると考えれ

ば、近代化を比較する視野を獲得することによって、中国についての認識を深

めるとともに、他の社会の研究との接続可能性を見出すこともできる。今後こ

うした研鑽を積むことで、本論文の次の研究への展開が可能になるだろう。 

以上 5 点の評価は、本論文が達成した成果への評価と不十分な点・今後の課

題の指摘の双方を含むが、本審査委員会は、本論文が改革開放後の中国社会の

解明に独自な貢献をしたものとして、その学術的な意義を評価するものである。

審査委員会から公聴会までの短期間に、自らの論文を把握し直して、公聴会に

おいて明晰なプレゼンテーションと質問への受け答えを行ったことを付記し、

本委員会はここに本論文が博士論文としての水準を満たしていると評価する。 


